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　提案のとおり取り組む 事業に係る予算額 平成２３年度 平成２４年度

　提案のようには取り組めない（１０へ）

　提案とは違う改革改善に取り組む（１１へ） 千円 千円

【見直しに関するまとめ】

６ 事務事業の方向性（改革改善に係る担当課への指示等）

３市町村の公立小中学校等に優良な視聴覚教材を提供することを目的として開始した。

５ ２２年度の実績及び２３年度の改革改善内容

３ 事務事業を取り巻く環境（対象者や根拠法令等）の変化等

４ 市民、議会、事業者、利害関係者等からの意見・要望等

２ 事業概要

　事業を廃止する

　他の事業と統合する

  【今後の方向性】

　規模を縮小して継続する

　現状維持のまま継続する

　事務処理方法等を改善する

　現状では、予算規模も最小限度まで縮小し、視聴覚資料の貸出しのみを行う事業と
なっているため、当分の間、現状維持のまま継続することとするが、視聴覚資料を新
規に購入していないため、貸出件数等が減少してきた場合には、存続意義を再度検
証し、協議会の廃止について、検討する。

協議会を廃止し、保有している教材を図書館に移管する等の方法を検討する。

人件費をかけないで、引き続き貸し出せるように配慮の上、協議会を解散（廃止）する。（貸出件数：Ｈ20・1,104件、Ｈ21・
1,199件、Ｈ22・826件）

１１ 提案とは違う改革改善の内容（取組内容とその効果・予算額等）

７ 事務局からの提案

８ 提案理由

９ 提案に対する担当課の取組

協議会の廃止についての議論が出たのが平成20年度までの予算規模に対してのことで、その後、協議会としても運営につい
て検討をし、活動自体も視聴覚資料の新規購入をやめ予算規模を最低限までに縮小し運営して来た。この間、監査委員から
も項目５の記載のとおり存続について一定の評価が得られたと同時に、協議会内でも現状維持していくことで理解し、認識して
いるところである。

　事業を一定期間休止する

　事業を民間に委託する

１２ 総合判定（ヒヤリング後に事務局が記入）

NO 8

１０ 提案のように取り組めない理由

あきる野市、日の出町及び桧原村の３市町村の公立小中学校において教科学習等に活用するビデオ、16ミリフィルム、DVD
等の貸出し及び巡回映画を実施して、視聴覚教育の充実を図る。

対象者については大きな変化は無いが、最近では、教科学習にパソコンやDVDを活用する学校が増えるなど、活用する教材
に変化が見られる。

利用時間の延長、DVD教材の購入などの要望がある。

平成２1年度から協議会の事業費を大幅に減額し、視聴覚資料の購入経費を計上せず、運営維持費のみの計上で規模縮小
して対応した。その結果、監査委員からは「協議会が保有する視聴覚資料等の財産は大変貴重なものであり、廃止などの安
易な解決に走らず、この貴重な財産の有効活用を図られたい。」との意見をいただいた。これを踏まえて、平成２２年度及び平
成２３年度の事業についても視聴覚資料の貸し出しのみに専念し、利用拡大が図られよう周知活動を行っている。

廃止・休止の可能性の検討

生涯健やかな体と心を培う人権尊重を基
調とした教育文化都市をめざして

秋川流域市町村視聴覚教育協議会運営事業
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